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近年、無線通信機器の人体に与える影響についての問題が、世界的にクローズアップさ

れておりますが、明確な因果関係を実証するデータが示されてないのが現状です。 
日本国内の無線通信機器の取扱いについては、総務省が、発射する電波の強さ、周波数

帯等によって細かく規制し、それらの機器の運用が、国民生活上問題のないように配慮さ

れています。 
その中で、下記に示すような発射する電波が著しく微弱な無線局については、「他の電子

機器類に影響を与えない電波の強さ」と総務省が認定し、無免許で運用が認められていま

す。 
 

発射する電波が著しく微弱な無線局 
周 波 数 帯 電 界 強 度 
３２２ＭＨｚ以下 毎メートル ５００μV 以下 

３２２ＭＨｚを越え１０ＧＨｚ以下 毎メートル  ３５μV 以下 
 
 

日本無線株式会社製作のコンクリート内部探査器ハンディサーチ（ＮＪＪ－８５Ａ、９５Ａ、 
９５Ｂ、１０５）は、発射する電波が著しく微弱な無線局に該当するよう設計されています。 
従いまして、通常の使用状態では他の電子機器類に影響を与えることはないと思われま

すが、人体に与える影響については、他の無線機器類と同様、明確な因果関係がわから

ないのが実状です。 
 
 
 
 
 
 


